１　単元の目標 [bookmark: _GoBack]小学校国語科　日高教育研究所・教職員研修センター　
キーワード　児童が学びの必要感をもって言語活動に取り組むことができる指導の工夫
内容のまとまり
　第３学年及び第４学年
〔知識及び技能〕(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項
〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｃ読むこと」
単元名
場面の様子をくらべて読み，感想を　まとめよう　「一つの花」
　　　　　　第４学年　Ｃ読むこと

(1) 様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使っているとともに，言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすることができる。
 (2) 登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。
(3) 文章を読んで理解したことに基づいて，感想や考えをもつことができる。
(4) 言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。

２　単元で取り上げる言語活動
物語を読んで感じたことや想像したことを，文章や作品にまとめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(2)イ）

３　単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	①様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使っているとともに， 言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにしている。（(1)オ）

	①「読むこと」において，登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像している。（Ｃ(1)エ）
②「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，感想や考えをもっている。（Ｃ(1)オ） 　　　　
	①進んで，登場人物の気持ちの変化等について場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像し，今までの学習を生かして，文章や作品にまとめようとしている。



４　指導と評価の計画（全11時間）
「・：指導に生かす評価を行う代表的な場面」，「○：全員の学習状況を記録に残す評価を行う場面」
	時間
	学習活動
	評価規準（評価方法）

	
	
	知識・技能
	思考・判断・
表現
	主体的に学習に取り組む態度

	１
	学習の進め方を知り見通しをもつ。登場人物の思いを作品で表わしたり，感想文を書いたりしよう。



物語の大体を捉え，出会いの感想交流を行う。
	
	・思①（ノート・観察）
	

	２
	物語の登場人物に共感しながら読み，疑問に思ったこと（問い）を見付ける。
	・知①（ワークシート）
	
	

	３
	物語の登場人物に共感しながら読み，グループで問いベスト３を考える。
	
	
	

	４
	グループで問いベスト３の答えを考え，交流する。
	
	・思①（ワークシート・観察）
	

	５
	内容を読み取る。
・物語のクライマックスを見付ける。
・ゆみこに対する両親の思いを考える。
・10年ごとの違いを考える。
・内容に係るまとめの問題に取り組む。
	・知①（ワークシート）
	
	

	６
	
	
	
	

	７
	
	◯知①（ワークシート）
	・思①（ワークシート・観察）
	

	８
本時
	一つの花に対する登場人物の思いを考え，交流をとおして考えを深める。
	
	・思①②（ワークシート，観察）
	◯主①（ワークシート，観察）

	９
	駅のホームの場面から，一輪のコスモスに対するそれぞれの登場人物の思いを色で表現する。
	
	・思①②（ワークシート，観察）
	・主①（作品シート，観察）

	10
	表現した内容について交流会を行い，自分の思いを伝え，評価し合う。
	
	◯思①（作品シート，観察）
	◯主①（作品シート，感想文）


	11
	物語への感想を書き，初発の感想と比較する。
	
	◯思②（ノート）
	



５　本時案（８／11）
（1） 本時の目標
　　　登場人物それぞれの思いについて考え，交流をとおして考えを深めることができる。
（2） 本時の展開
	時
	○学習活動　・児童の反応
	◇留意点　☆評価

	導入
	○本時の見通しをもつ。
３人は，一輪のコスモスの花を見ながらどのような思いをもっていたのだろう。



	



	展開
	◯音読・黙読をし，対象の場面の内容を把握する。

◯個人で，考えを整理する。
・花をもらって嬉しい（ゆみこ）　
・泣き止んでほっとした（お母さん）
・最後に笑ってもらってうれしい（お父さん）

○友達と考えを交流し，自身の考えを広げる。【学び方の視点】・しゃべる，質問する，立ち歩く，チームのために行動する　



【交流の視点】
· 　→　→　☆☆　→　→　☆☆☆
違う，同じ，似ている，なるほど，深ィィ





◯交流したことを踏まえ，自分の考えを磨く。
・笑って見送ってあげられてよかった。（お母さん）
・このコスモスを大切にしよう。（お母さん・ゆみこ）
・ゆみこ，幸せになるんだぞ。（お父さん）
・家族と離れたくないな，みんな元気で。（お父さん）
	◇個人で読みやすい方法で実施する。
◇シンキングツール（Ｙチャート）を活用する。



◇画面共有の機能を使い，考えを相互に共有しながら，気になった考えのところへ行き，質問や交流を図るよう促す。




☆主①進んで交流し，友達の考えを踏まえながら，登場人物の気持ちの変化等について場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像しようとしている。（ワークシート，観察）

	終末
	◯全体で共有すべき点を確認し，本時のまとめを行う。


◯学習の振り返りを行う。

	◇①学び方，②自分の考えの変化や深まりについての２つの視点で振り返りを行わせる。
☆主①交流を通して，自分の考えにどのような影響があったかを考えようとしている。（振り返りシート）



６　学習の見通しがもてる学び方の工夫
○　単元全体を見通した言語活動の設定と共有
単元の初めに，全体で単元の目標や流れについての共有を行った。特に，「登場人物の思いを作品で表わしたり，感想文を書いたりしよう。」という単元のゴールを提示し，児童が学習の見通しをもてるようにした。
また，単元を通して，どの時間にどのような活動をするかだけではなく，どこが山場なのかを図に表して共有し，児童が流れのイメージをもてるようにした。
加えて，個人やグループで行った「問い（疑問に思ったこと）見つけ」「問い選び」を学習指導過程に位置付け連続性をもたせたり，次に何をするのかをグループ内で確認したりすることで，児童が学習の必要感や見通しをもって，学習を進めることができるようにした。
　　第11時の感想文を書く学習では，児童にルーブリック（表１）を提示し，評価の方針を共有するとともに，児童が学習の見通しをもてるようにした。

表１　ルーブリック評価の活用（感想を書く場面で活用）（11／11時間目）
	S
	花丸＋茎・葉＋Good
	学習を通して物語の感想＋学習を通して深まった事＋今回の学びがどのようなことに生かせるか

	A
	花丸＋茎・葉
	学習を通した物語の感想＋学習を通して深まった事
（問いストーリー／表現活動・交流会）

	B
	花丸
	学習を通した物語の感想（３行以上）

	C
	種
	学習を通した物語の感想（３行以下）



７　「主体的に学習に取り組む態度」の評価の実際
○　「努力を要する」状況の児童生徒への手立て
主な手立てとしては以下の通りである。
①シンキングツールの活用
　思考の流れや考えを整理できるように複数のシンキングツール（Ｙチャート・プロット図・フィッシュボーン等）を活用した。
②見通しがもてる学び方の工夫
　　この時間にどのような視点で何をするのか，この後に何をするのかを話すことに加え，手本を示したり，どのような視点で考えを深めたらよいかを可視化したりした。
③「自分だけの見方」を働かせるための表現活動（９／11時間）
小さめの画用紙を用意し，駅のホームでゆみこがお父さんにもらった一輪の花に対する登場人物
３人の思いを，色で表現する時間を設定した。具体的には，折り紙を使った簡単なちぎり絵で表現し，なぜその色を選んだかを文章で説明させるようにした（図１・２・３）。
ちぎり絵で表すことで，「上手な絵」という技術的なものを求めるのではなく，より気持ちを色で表現し，抽象画として創作がしやすいと考えた。
また，10時間目の交流会では，自分が作成したちぎり絵について，どのような思いを読み取り，それをどのような色で表現したのか“自分だけの見方”として発表会を行った。
実践の結果，文章で表現することが苦手な児童も，登場人物３人の思いを表現することができた。
　　そして，なぜそのようなちぎり絵に表現したかを説明させたことにより，児童が登場人物の気持ち
　　の変化や性格をどのように捉えているかを，教師が把握しやすくなった。
ゆみこ
ゆみこは黄色で素直な気持ちを表していて，ピンクはうれしい気持ちを表しています。あと，ゆみこは気持ちが深くないので，小さくしました。
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図１　児童アが作成したちぎり絵と説明の文章


お母さん
水色は，かなしい気持ち。お父さんに会えなくなるかも・・・。赤白はゆみこが笑顔でよかった。ピンクはお父さんがんばって。
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図２　児童イが作成したちぎり絵と説明の文章
お父さん
気持ちが大きいと思うので幅を広くしました。お父さんはニコニコしていたけれど，心の中では泣きたくなったりつらい気持ちだと思うので，「灰色，青」を使いました。
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図３　児童ウが作成したちぎり絵と説明の文章
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